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　令和８年３月７日には、道の駅「東松島」
と東松島市震災復興伝承館で、学んだ
ことを自分の言葉で伝える語り部体験を
行いました。丁寧に伝えようとする姿は、
「未来防災塾第１期生」として、未来に向
けて伝え続けようとすることへの希望を
感じさせてくれるものでした。
　令和８年度は、第２期生となる新しい塾
生を募集し、開講は８月２９日を予定して
います。東松島市の未来を創るのは、今
を生きる子どもたちです。震災のことを
知ることは、自分や家族、友達、そして将
来出会うたくさんの人たちの「命を守る」
ことにつながります。今年度も、多くの子
どもたちの参加を期待しています。学習会の最後には、今年度も語り部体験
の実施を予定していますので、地域の皆さんにもぜひ子どもたちの思いを
聞いていただければと思います。

　東日本大震災から１５年の月日が流れ、東松島市は少しずつ、新しい姿へ
と生まれ変わってきました。本市の復興が進む一方で、震災を直接知らない
子どもたちも増えています。あの時、何が起きて、どうやって命を守ったの
か。その大切な記憶と教訓を、次の世代へしっかりつないでいくことは、本
市にとって重要な課題の一つです。
　東松島市教育委員会では、震災の経験を未来に語りつないでいく「明日
への継承者」を育てる「未来防災塾」を令和７年度からスタートしました。こ
の学習会は、震災を経験した地域の方々と出会い、当時のことや復興への
道のり、そして未来の命を守るために大切なことを学ぶ場です。
　昨年度は、市内の小学５年生から中学２年生までの２４名が一期生とし

て参加し、当時の警察官の方や、地域を
守った大人たち、そして学校で子どもた
ちを必死に守り抜いた先生など、たくさ
んの方からお話を伺いました。また、震災
の時に自分たちと同じ小学生だった方の
お話を聞くことで、「もし自分だったらどう
しただろう」と、一生懸命考えました。▲震災当時について話を聞く
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